
　　　　

R7 年 3 月 14 日

9 時 30 分から 15 時 30 分まで 9 時 45 分から 15 時 30 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

・保育園や幼稚園および卒園後に通う小学校にスムーズに移行できるようにサポートします。
・個別や小集団で学んだスキルを集団や慣れない場面で発揮できるようにサポートします。
・一人ひとりのお子様を支える保育園や幼稚園、また小学校の先生にその子の強みや課題、発達障害
に関する知識等を伝えることにより、その子の理解を促します。
・保育所等訪問支援を活用しながら、保育園や幼稚園、また小学校等の移行先の受け入れ体制づくり
に向けて協力をしていきます。

・施設内研修（月1回）を実施します。
・外部研修に積極的に参加します。
・言語聴覚士や児童発達支援専門官による研修を実施します。
・個別支援計画検討会議やケース会議にて、利用児童の到達目標や支援の方法、その結果について検
討し、職員間での共通理解を図ります。
・様々な施設を見学することにより、広い視野や視点を持てるようにします。

主な行事等 季節行事、親子遠足、ばんびまつり、法人内の児童施設との連携行事（プール、交通安全教室、クリスマス会）、法人内の高齢施設との連携行事（野菜植え・収穫体験、もちつき）など。

家族支援

・連絡帳やばんびだよりで日々の様子を発信するとともに、家族が実際に参観/参加でき
る機会を作ります。
・ご家族からの相談に対する助言や家庭での子育て環境を整えるお手伝いをします。
・お子様の支援の輪を広げるため、関係者・関係機関（学校や医療機関、行政等）との連
携によるお子様とご家族の支援を実施します。
・同じ悩みを抱えるご家族同士の交流の機会の創出や、ご家族同士で子育ての悩みを共有
しながら、お子様との関わり方について学ぶことを目的としたペアレントプログラムを実
施します。

移行支援

地域支援・地域連携

・ばんびを利用するお子様が将来に渡って継続して地域で適切な支援が受けられるよう
に、関係者・関係機関と連携します。
・地域全体の子育て支援を高めるためのネットワークの構築とセンターとしての研修会や
講演会、保育所等訪問支援等を通じた情報発信を実施します。
・医療や教育・福祉等関係機関との連携を進め、地域の子育て環境の充実を図るための支
援を実施します。

職員の質の向上

支　援　内　容

健康状態の把握とリハビリテーションを実施します。
・提携医療機関と連携し、定期健診を年2回実施します。
・口の発達に基づく食事の課題分析、姿勢保持（運動・感覚面）について補助具等を活用したサポートを実施します。
・日常生活や学校生活に向けて身辺自立を目指し、生活スキル（食事・更衣・排泄、清潔保持/トイレ動作・移乗）の獲得に向けた個別支援プログラムを実施します。

姿勢と運動、動作の向上、保有する感覚の総合的な活用を促します。不器用とよばれてしまうお子様への根拠に基づくアプローチを実施します。
・お子様の発達段階に応じて機能的な運動能力の長所と短所を評価（アセスメント）し、課題（必要な要素）に対して個別/小集団でのトレーニングを実施します。
・日常生活や学校生活に向けて生活動作（座る、ボールを投げる・蹴る、縄跳び、鉛筆の持ち方、ハサミ、こぼさずに食べる等）の自立をサポートします。

本
人
支
援

認知の発達と行動の習得を促します。
・実地、ならびに発達検査等によるアセスメント行い、お子様一人ひとりの認知の発達についてご家族にフィードバックを実施します。
・お子様の発達段階に応じて課題（自立課題）を提供し、行動の習得を促します。
・TEEACHプログラムにおける構造化、絵カード交換システム（PECS）を活用し、お子様自身が見通しをもって、行動の意味を理解し、自主的な行動を起こせるようにサポートします。

言葉の理解や表現力、人との相互作用によるコミュニケーション能力の向上を図ります。
・自分の想いを相手に伝えることができるようになることを目的にして、絵カード交換システム（PECS）を活用します。まずは、「手伝ってください」「（食事を）残していいですか」「トイレにいきたいです」から練習し、ス
タッフや友達に自分の想いをカード、そしてその先では言葉でしっかりと伝えるができるようにサポートします。
・「何に困っているのか」「何を助けてほしいのか」を子ども自身が認知できるようにスタッフが介入し、コミック会話や視覚的支援を活用しながら一緒に気持ちの整理を行います。
・言語聴覚士によりお子様ごとに言語療法の計画を策定し、言語療法を用いて発語の訓練や、言葉のトレーニングを実施します。また、ご家族にもフィードバックを実施し、家庭でもトレーニングができるようにサポートしま
す。

人との関係を意識し、身近な人と親密な関係を築き、その信頼関係を基盤として、周囲の人との安定した関係の形成を促すとともに、遊び等を通じて社会性や対人関係の芽生えを促します。
・まずは興味あるモノを使った遊び等を通して、スタッフとの信頼関係を構築します。そのなかで模倣の意欲や「○〇やって」などコミュニケーション意欲を育みます。
・クラス遊びや小集団活動を通じて「大人や友達と関わって遊ぶのが、楽しい!」という気持ちを育みます。
・友達との関わり方や、遊びのルールなどを視覚的に伝え、自分のルールだけでなく、友達と決めたルールや大人や社会の決めたルールのなかで行動することを練習します。
・気持ちの折り合いやルール遊びができるようになったお子様に対しては、就学や将来を見据えて、予期せぬ出来事や、自分の想い通りにならない場面でもチャレンジする経験を積んでいきます。

支援方針 「わかる」から「できた」へ。子どもの可能性を信じ、伸ばしていく。

営業時間 サービス提供時間

施設理念

ビジョン：地域と共に「のびる」を育む場所へ
ばんびは“ちょっと気になる”を抱える子どもたちが『支援』にかかわる最初の入り口です。「どうしたらいいんだろう？」という不安を日々抱えているのは、子ども本人だけでなく、ご家族や、子どもを取り巻く地域の方々も
また同じだと考えています。地域に根差した専門機関として、私たちの持つ専門性をいかして家族や子どもの暮らす地域の人々と手を取り合いながら子どもの可能性を広げ、はぐくんでいく。子どもの「のびる」だけでなく、地
域と一緒に「のびる」こと目指します。

ミッション：「できた」を重ね、繋げて、未来に向けての土台をつくる
「できた」という喜びは、経験すると、大きな自信になります。ばんびでは、小さなステップからでもたくさん褒めて成功体験を増やしていきます。この自信が将来に向けてチャレンジをしていくための土台となっていきます。
そして、家族や地域の「できた」を数珠つなぎしながら、子どもを取り巻く地域の土台も少しずつ変わっていく。そういったプラスの循環をつくっていきます。

施設名 今治市子育て応援ステーションばんび 作成日支援プログラム（児童発達支援）


